
「第３期健康横浜２１」
主要な健康課題（中間目標）ごとの
ロジックモデルの作成について

令和７年３月25日健康横浜２１推進会議
横浜市健康福祉局健康推進課
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資料３



第３期健康横浜２１の評価スケジュール

第３期健康横浜２１

開始
第４期健康横浜２１

開始

・評価策定検討部会の設置（R10-R11）
・７月頃「健康に関する市民意識調査」の実施
・成果指標（直接・中間・最終）の収集

・ロジックモデルを使用
しながら、評価を実施
・計画前半の課題整理し、
計画後半の取組を強化
・中間評価案と後半重点取
組のパブコメ実施

・ロジックモデル
を使用し、評価
（評価案のパブコメはなし）

評価や健康日本２１の
動きを踏まえて、
次期計画案のパブコメ
を実施し、策定

◆以降、毎年、繰り返し実施
・アウトプット/アクティビティ
指標を毎年５～６月頃に収集
・取組ごとの進捗を捉えていく

1年目

R6(２０２４)

策定時値の

把握

５年目

R１０(２０２8)

6年目

R１1(２０２9)

10年目

R１5(２０33)

11年目

R１6(２０34)

12年目

R１7(２０35)

中間評価
に向けた

データ収集

中間評価 最終評価
に向けた

データ収集

最終評価 第４期
計画策定

・評価策定検討部会の設置（R15-R17）
・７月頃「健康に関する市民意識調査」の実施
・成果指標（直接・中間・最終）の収集

R１８(２０3６)R7 R8 R9 R12 R13 R14

終了年度

第３期計画は、令和６年度（2024年度）から
令和17年度（2035年度）までの12年間を計
画期間としたものですが、効果的に取組を進め
るため、令和11年度（2029年度）に中間評価
を行い、計画の進捗状況を確認し、把握された
課題を踏まえ計画後半の取組を強化します。

計画最終年度の前年度である令和16年度
（2034年度）には計画の最終評価を行い、次
期計画の策定に生かします。

なお、計画の中間評価、最終評価及び次期計
画策定等に当たっては、健康横浜２１推進会議
の下部組織として評価及び策定を専門に担う
検討部会を設置し、検討を進めます。

＜指標と評価の時期や考え方＞

EBPMに基いた計画となっており、評価方法を明確にしています。
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R7
健康寿命
の算出R7

国民生活
基礎調査

R１０
国民生活
基礎調査

R１０
健康寿命
の算出 R１3

国民生活
基礎調査

R１３
健康寿命
の算出

R１6
国民生活
基礎調査

アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果（アウトカム）指標 最終成果（アウトカム）指標

行政の取組ごとに最も代表的な指標を設定
※取組は変化するため、随時変更

市民の行動目標や環境づくりの
目標ごとに設定

10の「主要な健康課題」
ごとに設定

健康寿命の延伸の数値目標
を設定

目標値の設定
R14最終評価時の目標値を

算出済
R14最終評価時の目標を

「方向」のみで設定済
R14最終評価時の目標値を

算出済

計画本文への記載 「第３・４章」に記載

確認の視点
市民の行動目標や環境づくりの目標を達成する上でふ

さわしいアクティビティとなっているかを確認
指標の変化を確認 改善状況を確認 健康寿命そのものを確認

データ収集時期 毎年、５～６月

評価時期 ー

確
認
・
評
価

R10中間評価前・R15最終評価前

R11中間評価・R16最終評価

「第８章」に記載

目
標
値

設定方法

設定なし



第３期健康横浜２１全体のロジックモデル（体系図） 10の主要な

健康課題を

選定している

計画全体のロジックモデルになります。
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4

各取組領域・取組テーマにおける取組と見込まれる成果との関係

取組領域

取組テーマ

栄
養
・
食
生
活

歯
・
口
腔

喫
煙

飲
酒

運
動

休
養
・
こ
こ
ろ

暮
ら
し
の
備
え

健
康
診
査

が
ん
検
診

歯
科
健
診

糖
尿
病
等
の
疾
患

食
環
境
づ
く
り

給
食
施
設
の

栄
養
管
理

受
動
喫
煙

　
　
防
止
対
策

職
場
に
お
け
る

健
康
づ
く
り

2
男性の肥満や

脂質異常症の改善
● ● ● ● ● ● ● ● ●

3
女性の乳がんの
死亡率の減少

△ △ ● △ ● △ △ △ ●

4 糖尿病の重症化の予防 ● ● ● ● ● ● △ △ △ ● ● ● ● ●

5 喫煙・受動喫煙の減少 △ ● ● ● ● ● ●

※ ※ ※ ※

6 歯周炎の予防と改善 ● ● ● ● ●

7 腰痛症の予防と改善 ● ● ●

8
骨折・転倒により
介護が必要な状態と
なることの減少

● ● ● ● ● ● ●

9
高齢期の不慮の事故
による死亡率の減少

● ●

10
成人期・壮年期の

メンタルヘルスの向上
● ● ● ● ●

主要な健康課題
（中間成果）

1

生活習慣病
の予防を
通じた

早世の減少

（最終成果）健康寿命の延伸

●＝取組が有効というエビデンス（根拠）がある。又は見解が広く一致している。
△＝エビデンスや見解から、取組は有効の可能性はあるが、確立されてはいない。
※＝ライフコースアプローチとして、計画期間より先の将来の成果を見込む。

生活習慣の改善に
向けた取組

生活習慣病の
発症予防や

重症化予防の取組

健康に望ましい行動
を取りやすくする

環境づくり

取組を推進し、直接成果が得られたと仮定した場合に、

改善が見込まれる中間成果

主要な健康課題における

目標の「成果」と「取組」の関係を体系化し、

評価方法を明確にするため、

主要な健康課題（中間目標）ごとに

ロジックモデルを作成しました。

※ 「①生活習慣病の早世の減少」は

主要な健康課題②～⑥の改善に資するもの

になるので、ロジックモデルの作成はしません。

第３期健康横浜２１
計画本文 P.178



主要な健康課題（中間目標）ごとのロジックモデル
＜解説＞
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どのような資源を投入し、どのような活動を行って、

どのような社会的成果を生み出すかという事業の設計図

『施策・事業の最終成果に至るまでの道筋を論理的・体系的に示したもの』

*中期：3～5年
長期：6～10年

▶ インプットからインパクトに至るまでの全てが手段と目的の関係

作成時に考える順番

インプット
（資源）

何を投入するのか 見込まれる結果は何か

事業の実績

参加人数

配布枚数

アクティビティ
（活動／対象）

何を行うか
対象は誰か

何を行うか

計画・調査

事業実施・広報

対象は誰か

就労者・思春期

アウトプット
（結果）

アウトカム
（成果:初期／中長期*）

生み出したい成果は何
か

インパクト
（影響・効果）

健康寿命の延伸
生活の質の向上
医療費の適正化

生活の自立
など

直接コントロールできる領域 直接コントロールできない領域

目指すべき姿は何か

手段 目的 手段 目的 手段 目的 手段 目的

人

・モノ

・カネ

知識の普及

予防意識の向上

疾患の早期発見

罹患率の減少

など

＜解説＞ロジックモデルとは



取組を行うため
に使う資源

（ヒト・モノ・カネ）

■第３期
健康横浜２１
計画本文には
記載なし

主要な健康課題に対する成果
（アウトカム）指標

■第３期健康横浜２１
計画本文（第８章P.177）に明記

※R11の中間評価時に評価を実施し、
計画後半の方向性を検討する

※主要な健康課題の10項目を改善
することで、健康寿命の延伸を目指す

取
組
テ
ー
マ

行動目標を達成する
ための取組

■第３期健康横浜２１
計画本文(第３章・
第４章P.56～117 ）
に明記

取組を実施した結果
（アウトプット）指標

■第３期健康横浜２１
計画本文には記載なし

※数多くある取組の中で最も代表的
で確実に数値がとれる指標を選択

※毎年、進捗を確認し、目標を達成
する上でふさわしいアクティビティ
の実施を検討していく

取組テーマ別
市民や行政の行動目標

■第３期健康横浜２１
計画本文(第３章・第
４章など）に明記

行動目標に対する成果
（アウトカム）指標

■第３期健康横浜２１
計画本文(第３章・
第４章P.56～117
など）に明記

※R１１の中間評価時に
評価を実施し、
計画後半の方向性
を検討する

取組を実施するこ
とでもたらせる
結果（実績）

直接成果が
達成することで

もたらされる成果
（市民に生じる
便益や変化）

資源を投資する
ことで行う取組

結果（実績）が
積み重なることで
もたらされる成果
（市民に生じる
便益や変化）

＜解説＞主要な健康課題（中間目標）ごとのロジックモデル

※ 「①生活習慣病の早世の減少」は主要な健康課題②～⑥の改善に資するものになるので、ロジックモデルの作成はなし

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果（アウトカム）指標インプット

下記の視点で、主要な健康課題（中間目標）ごとにロジックモデルを作成しています。
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第３期健康横浜２１
計画本文 P.65

第３期健康横浜２１
計画本文 P.66

第３期健康横浜２１
計画本文 P.177

Action1
職場での健康づくり

Action３
青年期からの意識啓発

（第３期健康横浜２１
計画本文には記載なし）

歯
・口
腔

むし歯や歯周病予防のため、
適切なセルフケアをする習慣が身に

つくよう啓発
歯科口腔保健推進事業

「歯周病予防推進事業」実施回数

学生や働き世代への口腔ケアの重
要性等、各世代に応じた必要な情報

の啓発

歯科口腔保健推進事業
「健康経営歯科出前講座」実施回数

歯科口腔保健推進事業
「オーラルフレイル予防推進事業」実施回数

オーラルフレイルを知っている人を
増やし、自ら口腔機能の維持向上に

取り組めるよう啓発
歯科口腔保健推進事業

「歯周病予防推進事業」実施回数歯の喪失や加齢等による口腔状況
の変化に応じて、適切な口腔ケアを

行う習慣が身に付くよう啓発

50歳以上におけるなんでも噛んで食べることができる割合

20歳以上における未処置歯を有する割合

「口から
食べる」
を維持
する

40歳以上における自分の歯が19歯以上の割合

80歳で20歯以上の自分の歯を有する割合

20～60代の「オーラルフレイル」の言葉を知っている割合

40歳以上における歯周炎を有する者の

割合の減少

歯周病の予防と改善

（第３期健康横浜２１ 計画本文には記載なし）

＜解説＞主要な健康課題（中間目標）ごとのロジックモデル ＜例＞⑥歯周病の予防と改善

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果（アウトカム）指標インプット

例として「⑥歯周病の予防と改善」をあげ、計画本文のどこに明記しているか、の説明になります。
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＜解説＞ロジックモデルを利用した評価イメージ ＜例＞⑥歯周病の予防と改善

行動目標やアウトカム指標に資する
取組・アクティビティになっているか
評価を行い、後半の計画を立てる

「第３期健康横浜２１」の計画後半で
力を入れていくべき目標および取組を

明確にしていく

生活習慣の改善・意識や行動の変化

＜例＞歯周病の予防と改善 ※一部抜粋した例

歯周病の予防

と改善

40歳以上にお

ける歯周炎を

有する者の割

合の減少

生活習慣の改善に向けた取組

20歳未満と同居する人への禁煙支援
未成年の保護者及び妊婦とその家族への

禁煙啓発実施延べ回数

受動喫煙による健康被害の啓発 受動喫煙による健康被害に関する事業実施回数

20歳未満への喫煙防止教育 小・中・高・大学への喫煙防止教育実施回数

20歳未満と同居する者の喫煙率

20代の喫煙率

タバコの害を学ぶ
・吸い始めない

喫
煙

職場の力を活用した禁煙チャレンジの支援
横浜健康経営認証事業における専門職派遣

「禁煙チャレンジ支援」実施事業所数

禁煙にチャレンジしやすい風土づくり 事業所向け禁煙チャレンジ媒体掲載HPアクセス数

生活に変化のある機会を捉えた周知・情報提供
高校生・大学生・保護者・妊婦とその家族向け

チラシ配布数

喫煙者のうちタバコをいますぐやめ
たい人の割合

20歳以上の喫煙率

禁煙チャレンジ
喫
煙

12歳児でむし歯のない者の割合

むし歯、歯肉炎の予防やよく噛んで食べる等の啓発、健全な口腔機能
の発達支援

乳幼児歯科健診受診者数

子どもの生活環境や健康状態、養育者の状況を把握し、適切に養育が
できるよう支援

乳幼児歯科健診受診者数

３歳児でむし歯のない者の割合

しっかり噛んで
食後は歯みがき

歯
・口

腔
３歳児で４本以上のむし歯のある者の割合

中学生における歯肉に異常のある割合

50歳以上におけるなんでも噛んで食べることができる割合

むし歯や歯周病予防のため、適切なセルフケアをする習慣が身につくよう
啓発

「歯周病予防推進事業」参加人数

学生や働き世代への口腔ケアの重要性等、各世代に応じた必要な情報の
啓発

「健康経営歯科出前講座」参加人数

「オーラルフレイル予防推進事業」参加人数オーラルフレイルを知っている人を増やし、自ら口腔機能の維持向上に取
り組めるよう啓発

20歳以上における未処置歯を有する者の割合
「口から
食べる」
を維持
する

歯
・口
腔

「歯周病予防推進事業」参加人数歯の喪失や加齢等による口腔状況の変化に応じて、適切な口腔ケアを行
う習慣が身に付くよう啓発

40歳以上における自分の歯が19歯以上の者の割合

80歳で20歯以上の自分の歯を有する者の割合

20～60代の「オーラルフレイル」の言葉を知っている割合

〇人

C

C

C

A

A

B

C

C

B

B

B

A

BB

B

〇人

〇人

〇人

〇人

〇人

B

主要な健康課題ごとのロジックモデルを使用し、中間評価や最終評価を行います。
アクティビティ指標を用いて、毎年、進捗を確認することで、行動目標やアウトカム指標に資する取組になっているかを判断しやすくします。
論理的に評価を行うことで、後半の計画立てに役立てていきます。
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指標分類
評価段階

具体的な目標値を設定した指標 目標の方向のみを設定した指標

Ｓ 目標値に達した 目標値以上の改善

Ａ 目標に近づいた 計画策定時値と目標値の差の
30％以上の改善

計画策定時値から
相対的に５％以上の改善

Ｂ 変化なし ＳＡＣのいずれにも
当てはまらない

計画策定時値から
相対的に５％未満の変化

Ｃ 目標から離れた 計画策定時値から相対的に５％以上の悪化

Ｄ 評価が困難 基準変更、調査項目変更に伴い、評価が困難

注１）一つの目標の下に複数の指標や男女別の指標がある場合については、健康日本21（第二次）の評価方法に倣って
、Ｓ＝５点、Ａ＝４点、Ｂ＝３点、Ｃ＝２点として平均を算出し（小数点以下五捨六入、Ｄは除く）、目標を総合評価しつつ、
詳細に各指標の結果を踏まえて考察していくこととする。
注２）評価のベースラインとなる「計画策定時値」とは、令和６年度までに把握できた最新のデータを意味しており、計画
冊子に記載してある、目標値を算出するために用いた「直近値」とは異なる。

＜評価基準案＞※令和５年度３回評価策定部会資料より抜粋

〇回

〇回

〇回

〇者

〇回

〇枚



※ 「①生活習慣病の早世の減少」は主要な健康課題②～⑥の改善に資するものになるので、ロジックモデルの作成はしません

主要な健康課題（中間目標）ごとのロジックモデル
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生活習慣の改善に向けた取組 生活習慣の改善・意識や行動の変化

男性の肥満や脂質異常症の改善 ロジックモデル 1/2

健診・相談・教室等で栄養バランスのよい食事や食生活に関する啓発 個別栄養相談延べ人数・集団健康教育延べ人数

各学校の健康課題（運動、食事、休養、睡眠等）の解決に向けた
取組への協力 学生や働き・子育て世代を対象とした啓発の回数

学校、保育所等での給食等を通じて食育の実践 （教育委員会健康教育・食育課、こども青少年局保育・教育支援課）

個別栄養相談延べ人数・集団健康教育延べ人数
性別や年代別の特性を踏まえた栄養・食生活に関する啓発

朝食を欠食する小・中学生の割合

食に関心をもち、自ら健全な食生活を
実践しようとしている児童生徒の割合

１日３食、
栄養バ
ランスよ
く食べる栄

養
・食
生
活

個別相談や講座等の中で栄養・食生活に関する啓発

リーフレット配布数「栄養バランスのよい食事」についてわかりやすい媒体での啓発

身近で多様な生活の場における
イベントや出前講座の参加人数

身近で多様な生活の場におけるイベントや出前講座を通じた
栄養・食生活に関する啓発

朝食を欠食する若い世代（20～30代）の割合

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を
１日２回以上 ほぼ毎日食べている市民の割合

１日当たりの食塩摂取量の平均値

１日当たりの野菜摂取量の平均値

40～60代女性の肥満（BMI25以上）の者の割合

性別や年代別の特性を踏まえた栄養・食生活に関する啓発
個別栄養相談延べ人数・集団健康教育延べ人数

個別相談や講座等の中で栄養・食生活に関する啓発

身近で多様な生活の場における
イベントや出前講座の参加人数

身近で多様な生活の場におけるイベントや出前講座を通じた
栄養・食生活に関する啓発

家庭で体重を測定する習慣のある者（週に１回以上）の
割合（20歳以上）

適正体
重を維
持する

学生や働き・子育て世代を対象とした啓発の回数学生や働き・子育て世代への栄養・食生活に関する啓発

20～60代男性の肥満（BMI25以上）の者の割合

20～30代女性のやせ（BMI18.5未満）の者の割合

低栄養傾向（BMI20以下）の高齢者（65歳以上）の割合

Action1
職場での健康づくり

Action５
食環境づくり

Acotion10
地域のつながりで行う

健康づくり

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果
（アウトカム）指標

インプット

活動量の増加及び活動の質向上の重要性について啓発
よこはまウォーキングポイント利用者の平均歩数

日常的に歩きたくなる仕組みの創出、きっかけづくり

座りすぎ防止や仕事/家事の合間のストレッチの普及 腰痛予防動画の視聴回数

シェアサイクルの利用者数日常や余暇の移動手段として、自転車活用を勧奨

健康のために、健康のために、意識して体を動かしたり運動
したりしている市民の割合

20～64歳で１日の歩数が8,000歩以上の人の割合

日常の
中で「こ
まめに」
動く

元気づくりステーションの参加者数介護予防や社会参加に向けた取組や通いの場の創出

65歳以上で１日の歩数が6,000歩以上の人の割合

座ったり寝転がったりして過ごす時間が長い人の割合

公園等での外遊びや体を動かす遊びの推奨、
スクリーンタイムを減らす必要性の啓発

『公園で遊ぼう ゆうぐで遊ぼう』リーフレット配布数

親子で参加できる体を動かすイベントや講座等の開催 （にぎわい・スポーツ文化局スポーツ振興課）

乳幼児期の保護者に対する、子どもの成長発達と運動に関する啓発 ３歳児健診受診率

小・中学校への集団健康教育参加者数（区づくり含む）各学校の健康課題の解決に向けた取組への協力

週３回以上、授業以外に運動やスポーツをする子どもの割合

運動やスポーツをすることが好きな子どもの割合

体を動
かすこを
と楽しむ

運
動

生活習慣病予防に対する運動の効果の普及啓発 よこはまウォーキングポイントアクティブユーザー数

運動の継続と習慣化を促す仕掛けづくり よこはまウォーキングポイントスタンプイベント等参加者数

スポーツイベント開催や周知 市民参加型スポーツイベント支援事業参加者数

ー（R6年度取組なし）自宅でできるトレーニングを推進

20～64歳で１回30分・週２回以上の運動を
１年間継続している者の割合

65歳以上の１回30分・週２回以上の運動を
１年間継続している者の割合

定期的
に「しっ
かり」
運動す
る健康経営認証事業所のよこはまウォーキングポイント参加数企業が実施する運動・スポーツ事業の支援

インクルーシブスポーツ推進事業参加者数インクルーシブスポーツの推進

Action1
職場での健康づくり

Action7
健康状態の見える化と

行動変容の促進

飲
酒

20歳未満への飲酒の危険性に関する啓発 大学生向けチラシ（喫煙/飲酒）配布数

ー（R6年度取組なし）周囲が20歳未満に対して不適切な飲酒を勧めないことの啓発

飲酒のリスクを学ぶ
・飲み始めない

習慣的に飲酒をしていない（週2日以下）
20代の割合

身体等への影響を啓発し節酒及び休肝日等の推奨

働き世代向けチラシ（飲酒）掲載HP閲覧数就寝前の飲酒等、避けるべき飲酒の啓発

飲酒により悪影響等が出ている人への早期の相談勧奨や支援

ー（R6年度取組なし）高齢期の飲酒習慣が及ぼす健康への影響啓発

飲酒する人のうち、
1日当たりの純アルコール摂取量が

男性40ｇ以上、女性20ｇ以上の者の割合

毎日飲酒する人の割合

飲酒のリスクを
踏まえ

「飲みすぎない」
を心がける

Action１
職場での健康づくり

Action３
青年期からの意識啓発

ストレスに気付き、早期に周囲に相談することの重要性の啓発
働き世代向けチラシ（ストレス対処）掲載HP閲覧数

睡眠・積極的休養のタイミングやストレス対処法の周知

子育て中のメンタルヘルスや生活習慣病と睡眠不足との関連の啓発
働き世代向けチラシ（睡眠）掲載HP閲覧数

質のよい睡眠を得る工夫や悪影響を与える習慣の周知

睡眠で休養が取れている人の割合

睡眠時間が6～9時間（60歳以上は、6～8時間）の人の割合
睡眠の質
を高める・
ストレスに
気付き、対
処する

休
養
・

こ
こ
ろ

悩みやストレスがあるが相談できないでいる人の割合

横浜健康経営認証事業所のうち
メンタルヘルス対策に取り組んでいる事業所の割合

Action１
職場での健康づくり

男性の肥満や

脂質異常症の

改善

男性の

メタボリックシン

ドローム判定の

割合の減少

・

BMIの

平均値の減少

・

LDLコレステ

ロールの

平均値の減少

・

LDLコレステ

ロールの

要保健指導判定

者（120以上）の

人の割合の減少
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環境の改善健康に望ましい行動を取りやすくする環境づくり

生活習慣病の予防や重症化予防の取組

男性の肥満や

脂質異常症の

改善

男性の

メタボリックシン

ドローム判定の

割合の減少

・

BMIの

平均値の減少

・

LDLコレステ

ロールの

平均値の減少

・

LDLコレステ

ロールの

要保健指導判定

者（120以上）の

人の割合の減少

生活習慣の改善に向けた取組 生活習慣の改善・意識や行動の変化

男性の肥満や脂質異常症の改善 ロジックモデル 2/2
取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果

（アウトカム）指標
インプット

乳幼児期の保護者に対する規則正しい生活習慣の啓発 ３歳児健診受診率

各学校の健康課題の解決に向けた取組への協力
小学校・中学校への「休養・こころ・睡眠」に関する

集団健康教育の参加者数（区づくり含む）
働き・子育て世代へ啓発を行う際に、子どもの睡眠等に関する情報も伝達 「睡眠」プロモ動画視聴数

1日の睡眠時間が6時間未満の小学生の割合

ぐっすり眠ることができる日が週6日以上の小学生の割合

早寝・早
起き、

ぐっすり
睡眠

ライフステージやニーズに応じた健康に関する情報を
産学官連携等あらゆる手段で提供

協力企業による行政情報伝達件数

健康づくりに関わる機関・団体・グループの活動内容を周知し、
活動継続を支援

保健活動推進員・ヘルスメイトによる活動事業数

周囲の人とつながるきっかけを提供し、つながりを大切にすることや、
日常生活の中で楽しみや心のよりどころを見つけることが、

健康の維持につながることの啓発
地域活動への参加のきっかけとなる講座の開催回数

周囲の人々とは、お互い困った時には
助け合えると思う人の割合

地域の人々と関わりを持とうと思う人の割合
つながりを
大切にする休

養
・こ
こ
ろ

地域の人々とのつながりが強いと思う人の割合

Action1
職場での健康づくり

Action１0
地域のつながりで行う

健康づくり

市国保の特定健診の自己負担額を無料化継続 ー （指標なし）

市国保加入者への個別通知送付、未受診者への個別勧奨 ・対象者への受診券の発送
・未受診者の特性に合わせた受診勧奨通知送付者数

健診の意義や結果の見方の普及、各区のイベント等を活用した啓発 横浜健康経営認証事業における専門職派遣
「健診結果の見方」実施数

横浜健康経営認証事業における専門職派遣実施総数地域・職域連携による健診受診後の保健指導の啓発

特定健診受診率
(40歳以上の横浜市国民健康保険加入者）

75歳の市健康診査の受診率

１年に１回
健診を受

ける

健
康
診
査 糖尿病性腎症重症化予防事業での対象者への勧奨率健診データを生かした保健指導の実施

ー（R6取組なし）デジタル技術を活用した健診の受診勧奨や健診結果等に基づく情報発信

「一体的実施事業」における対象者数健康づくりや介護予防に向けた健診データの利活用を推進

横浜市健康診査受診者数横浜市健康診査の受診勧奨を強化

Action1
職場での健康づくり

Action7
健康状態の見える化と

行動変容の促進

Action１0
地域のつながりで行う

健康づくり

治療継続や重症化予防の生活習慣改善の個別・集団指導
「糖尿病等の重症化予防事業」

個別支援実施者数・集団支援の延べ参加者数

正しい知識の普及啓発、妊娠糖尿病や合併症予防啓発 糖尿病予防の啓発人数

経済面含め様々な状況にある人へ健診・受診勧奨・健康相談実施
「生保受給者等健康支援事業」

健診受診勧奨者数・保健指導者数

「糖尿病等の重症化予防事業」個別支援・集団支援の延べ参加者数慢性疾患を有する人が安全安心に身体活動を行えるよう啓発

HbA1cの名称と意味を知っている人の割合

糖尿病と診断された人の治療継続者の割合

検査結果に

応じた生活

習慣の改善・

早期受診・

治療継続

糖
尿
病
等

の
疾
患

Action8
糖尿病等の重症化予防

Action9
健康格差を広げない

ための取組

誰もが健康的な食事を食べることができる食環境づくりを推進
食環境づくり推進のための

協力店舗登録への働きかけを行った事業所数

栄養バランスの良い食事を
選択できる環境づくりに資する

取組を行っている店舗数

健康への関心の有無にかかわらず、誰
もが栄養バランスのよい

食事を選択できる食環境を、
食品関連事業者と連携し整える

食
環境

Action５
食環境づくり

適切な栄養管理が行えるよう研修会を開催 栄養管理研修会参加施設数

全ての給食利用者に対し、適切な栄養管理が実施できるよう
巡回指導等を実施

巡回指導等実施回数

給食利用者による給食内容の
評価の実施の割合

非常食糧を備蓄している
給食施設の割合

給食施設がその利用者を対象に、
健康の保持増進、疾病の予防、

望ましい食習慣の形成を行うこと
ができる環境を整える

給
食
施
設
の

栄
養
管
理

Action５
食環境づくり

横浜健康経営認証制度を活用して、健康経営について啓発 健康経営概念の普及等のセミナー開催回数

小規模の事業所も従業員の健康づくりに取り組みやすくなる
健康づくりの情報発信やコンテンツ提供

働き世代向け健康づくり啓発媒体
（睡眠・飲酒・ストレス対処）掲載HP閲覧数

民間企業等と連携した市内事業所向けの
健康講座（運動、食生活、歯科等）の実施

横浜健康経営認証事業における専門職派遣実施総数

横浜健康経営認証
新規認証事業所数（累計）

健康状態の改善を感じている

横浜健康経営認証クラスAA、AAA

認証事業所の割合

・健康経営に取り組む
事業所を増やす

・健康経営の取組により
従業員の健康状態が改善した

と感じる事業所を増やす

職
場
の
環
境

づ
く
り

Action１
職場での健康づくり
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健康に望ましい行動を取りやすくする環境づくり

生活習慣病の予防や重症化予防の取組

環境の改善

女性の乳がん

の

死亡率の減少

女性の乳がんの

75歳未満年齢

調整死亡率

の減少

・

女性の乳がんの

標準化死亡比

の減少

生活習慣の改善・意識や行動の変化生活習慣の改善に向けた取組

が
ん
検
診

対象年齢となる全市民へのがん検診の個別勧奨通知送付（乳がん） 検診開始年齢の者（40歳)に対する
無料クーポン券の送付数

女性特有のがんに関する健康教育の参加人数イベント等による啓発（乳がん）

ブレスト・アウェアネスの啓発 ブレスト・アウェアネス啓発チラシ配布数

定期的にがん検診を受ける 乳がん検診受診率
（40～69歳の過去２年間）

Action２
将来を見据えた健康

づくり
Acotion10

地域のつながりで行う
健康づくり

女性の乳がんの死亡率の減少

Action1
職場での健康づくり

横浜健康経営認証制度を活用して、健康経営について啓発 健康経営概念の普及等のセミナー開催回数

小規模の事業所も従業員の健康づくりに取り組みやすくなる健康づく
りの情報発信やコンテンツ提供

働き世代向け健康づくり啓発媒体（睡眠・飲酒・ストレ
ス対処）掲載HP閲覧数

民間企業等と連携した市内事業所向けの健康講座（運動、食生活、歯
科等）の実施

横浜健康経営認証事業における専門職派遣実施総数

横浜健康経営認証新規認証
事業所数（累計）

健康状態の改善を感じている横

浜健康経営認証クラスAA、AAA

認証事業所の割合

・健康経営に取り組む事業
所を増やす

・健康経営の取組により従業
員の健康状態が改善したと
感じる事業所を増やす

職
場
の
環
境

づ
く
り

Action1
職場での健康づくり

Action2
女性の健康づくり応援

飲
酒

20歳未満への飲酒の危険性に関する啓発 大学生向けチラシ（喫煙/飲酒）配布数

ー（R6年度取組なし）周囲が20歳未満に対して不適切な飲酒を勧めないことの啓発

飲酒のリスクを学ぶ
・飲み始めない

習慣的に飲酒をしていない（週2日以下）
20代の割合

身体等への影響を啓発し節酒及び休肝日等の推奨

働き世代向けチラシ（飲酒）掲載HP閲覧数就寝前の飲酒等、避けるべき飲酒の啓発

飲酒により悪影響等が出ている人への早期の相談勧奨や支援

ー（R6年度取組なし）高齢期の飲酒習慣が及ぼす健康への影響啓発

飲酒する人のうち、
1日当たりの純アルコール摂取量が

男性40ｇ以上、女性20ｇ以上の者の割合

毎日飲酒する人の割合

飲酒のリスクを
踏まえ

「飲みすぎない」
を心がける

妊娠中の飲酒が胎児に与える影響の周知と禁酒の必要性の啓発 妊娠届出者に対する面接を行った割合

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果
（アウトカム）指標

インプット
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糖尿病の重症

化の減少

ＨｂＡ1c8.0％

以上の人の

割合の減少

生活習慣の改善に向けた取組 生活習慣の改善・意識や行動の変化

糖尿病の重症化の減少 1/2

活動量の増加及び活動の質向上の重要性について啓発
よこはまウォーキングポイント利用者の平均歩数

日常的に歩きたくなる仕組みの創出、きっかけづくり

座りすぎ防止や仕事/家事の合間のストレッチの普及 腰痛予防動画の視聴回数

シェアサイクルの利用者数日常や余暇の移動手段として、自転車活用を勧奨

健康のために、健康のために、意識して体を動かしたり
運動したりしている市民の割合

20～64歳で１日の歩数が8,000歩以上の人の割合
日常の
中で「こ
まめに」
動く

元気づくりステーションの参加者数介護予防や社会参加に向けた取組や通いの場の創出

65歳以上で１日の歩数が6,000歩以上の人の割合

座ったり寝転がったりして過ごす時間が長い人の割合

公園等での外遊びや体を動かす遊びの推奨、
スクリーンタイムを減らす必要性の啓発

『公園で遊ぼう ゆうぐで遊ぼう』リーフレット配布数

親子で参加できる体を動かすイベントや講座等の開催 （にぎわい・スポーツ文化局スポーツ振興課）

乳幼児期の保護者に対する、子どもの成長発達と運動に関する啓発 ３歳児健診受診率

小・中学校への集団健康教育参加者数（区づくり含む）各学校の健康課題の解決に向けた取組への協力

週３回以上、授業以外に運動やスポーツをする子どもの割合

運動やスポーツをすることが好きな子どもの割合

体を動
かすこを
と楽しむ

運
動

生活習慣病予防に対する運動の効果の普及啓発 よこはまウォーキングポイントアクティブユーザー数

運動の継続と習慣化を促す仕掛けづくり よこはまウォーキングポイントスタンプイベント等参加者数

スポーツイベント開催や周知 市民参加型スポーツイベント支援事業参加者数

ー（R6年度取組なし）自宅でできるトレーニングを推進

20～64歳で１回30分・週２回以上の運動を
１年間継続している者の割合

65歳以上の１回30分・週２回以上の運動を
１年間継続している者の割合

定期的
に「しっ
かり」
運動す
る健康経営認証事業所のよこはまウォーキングポイント参加数企業が実施する運動・スポーツ事業の支援

インクルーシブスポーツ推進事業参加者数インクルーシブスポーツの推進

Action1
職場での健康づくり

Action7
健康状態の見える化と

行動変容の促進

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果
（アウトカム）指標

インプット

12歳児でむし歯のない者の割合
むし歯、歯肉炎の予防やよく噛んで食べる等の啓発、

健全な口腔機能の発達支援
乳幼児歯科健診 受診者数子どもの生活環境や健康状態、養育者の状況を把握し、

適切に養育ができるよう支援

３歳児でむし歯のない者の割合
しっかり噛んで
食後は歯みがき

歯
・口
腔

３歳児で４本以上のむし歯のある者の割合

中学生における歯肉に異常のある割合

50歳以上におけるなんでも噛んで食べることができる者の割合

むし歯や歯周病予防のため、
適切なセルフケアをする習慣が身につくよう啓発

歯周病予防推進事業 参加人数

学生や働き世代への口腔ケアの重要性等、
各世代に応じた必要な情報の啓発 健康経営歯科出前講座 参加人数

オーラルフレイル予防推進事業 参加人数
オーラルフレイルを知っている人を増やし、

自ら口腔機能の維持向上に取り組めるよう啓発

20歳以上における未処置歯を有する者の割合歯の喪失や加齢等による口腔状況の変化に応じて、
適切な口腔ケアを行う習慣が身に付くよう啓発

40歳以上における自分の歯が19歯以下の者の割合

80歳で20歯以上の自分の歯を有する者の割合

20代～60代における「オーラルフレイル」の言葉を知っている者の割合

Action1
職場での健康づくり

Action３
青年期からの意識啓発

Action10
地域のつながりで行う

健康づくり

「口から
食べる」
を維持
する

喫
煙

職場の力を活用した禁煙チャレンジの支援
横浜健康経営認証事業における専門職派遣

「禁煙チャレンジ支援」実施事業所数

禁煙にチャレンジしやすい風土づくり
健康経営認証事業所向け「禁煙チャレンジ支援」

セミナー参加者数

生活に変化のある機会を捉えた周知・情報提供 高校生・大学生・保護者・妊婦と
その家族向けチラシ配布数

喫煙者のうちタバコを
今すぐやめたい人の割合

20歳以上の喫煙率

禁煙チャレンジ

健診・相談・教室等で栄養バランスのよい食事や食生活に関する啓発 個別栄養相談延べ人数・集団健康教育延べ人数

各学校の健康課題（運動、食事、休養、睡眠等）の解決に向けた
取組への協力 学生や働き・子育て世代を対象とした啓発の回数

学校、保育所等での給食等を通じて食育の実践 （教育委員会健康教育・食育課、こども青少年局保育・教育支援課）

個別栄養相談延べ人数・集団健康教育延べ人数
性別や年代別の特性を踏まえた栄養・食生活に関する啓発

朝食を欠食する小・中学生の割合

食に関心をもち、自ら健全な食生活を
実践しようとしている児童生徒の割合

１日３食、
栄養バ
ランスよ
く食べる栄

養
・食
生
活

個別相談や講座等の中で栄養・食生活に関する啓発

リーフレット配布数「栄養バランスのよい食事」についてわかりやすい媒体での啓発
身近で多様な生活の場における
イベントや出前講座の参加人数

身近で多様な生活の場におけるイベントや出前講座を通じた
栄養・食生活に関する啓発

朝食を欠食する若い世代（20～30代）の割合

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を
１日２回以上 ほぼ毎日食べている市民の割合

１日当たりの食塩摂取量の平均値

１日当たりの野菜摂取量の平均値

40～60代女性の肥満（BMI25以上）の者の割合

性別や年代別の特性を踏まえた栄養・食生活に関する啓発
個別栄養相談延べ人数・集団健康教育延べ人数

個別相談や講座等の中で栄養・食生活に関する啓発

身近で多様な生活の場における
イベントや出前講座の参加人数

身近で多様な生活の場におけるイベントや出前講座を通じた
栄養・食生活に関する啓発

家庭で体重を測定する習慣のある者（週に１回以上）の
割合（20歳以上）

適正体
重を維
持する

学生や働き・子育て世代を対象とした啓発の回数学生や働き・子育て世代への栄養・食生活に関する啓発

20～60代男性の肥満（BMI25以上）の者の割合

20～30代女性のやせ（BMI18.5未満）の者の割合

低栄養傾向（BMI20以下）の高齢者（65歳以上）の割合

Action1
職場での健康づくり

Action５
食環境づくり

Acotion10
地域のつながりで行う

健康づくり
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Action1
職場での健康づくり

Action6
禁煙支援・受動喫煙防

止



環境の改善健康に望ましい行動を取りやすくする環境づくり

生活習慣病の予防や重症化予防の取組

糖尿病の重症

化の減少

ＨｂＡ1c8.0％

以上の人の

割合の減少

糖尿病の重症化の減少 ２/2

誰もが健康的な食事を食べることができる食環境づくりを推進
食環境づくり推進のための

協力店舗登録への働きかけを行った事業所数

栄養バランスの良い食事を
選択できる環境づくりに資する

取組を行っている店舗数

健康への関心の有無にかかわらず、誰
もが栄養バランスのよい

食事を選択できる食環境を、
食品関連事業者と連携し整える

食
環境

Action５
食環境づくり

適切な栄養管理が行えるよう研修会を開催 栄養管理研修会参加施設数

全ての給食利用者に対し、適切な栄養管理が実施できるよう
巡回指導等を実施

巡回指導等実施回数

給食利用者による給食内容の
評価の実施の割合

非常食糧を備蓄している
給食施設の割合

給食施設がその利用者を対象に、健康の

保持増進、疾病の予防、望ましい食習慣

の形成を行うことができる環境を整える

給
食
施
設
の

栄
養
管
理

Action５
食環境づくり

横浜健康経営認証制度を活用して、健康経営について啓発 健康経営概念の普及等のセミナー開催回数

小規模の事業所も従業員の健康づくりに取り組みやすくなる
健康づくりの情報発信やコンテンツ提供

働き世代向け健康づくり啓発媒体
（睡眠・飲酒・ストレス対処）掲載HP閲覧数

民間企業等と連携した市内事業所向けの
健康講座（運動、食生活、歯科等）の実施

横浜健康経営認証事業における専門職派遣実施総数

横浜健康経営認証

新規認証事業所数（累計）

健康状態の改善を感じている

横浜健康経営認証クラスAA、AAA

認証事業所の割合

・健康経営に取り組む
事業所を増やす

・健康経営の取組により
従業員の健康状態が改善した

と感じる事業所を増やす

職
場
の
環

境
づ
く
り

Action１
職場での健康づくり

治療継続や重症化予防の生活習慣改善の個別・集団指導
「糖尿病等の重症化予防事業」

個別支援・集団支援の延べ参加者数

正しい知識の普及啓発、妊娠糖尿病や合併症予防啓発 糖尿病予防の啓発人数

経済面含め様々な状況にある人へ健診・受診勧奨・健康相談実施
「生保受給者等健康支援事業」

健診受診勧奨者数・保健指導者数

「糖尿病等の重症化予防事業」個別支援・集団支援の延べ参加者数慢性疾患を有する人が安全安心に身体活動を行えるよう啓発

糖尿病と診断された人の治療継続者の割合

HbA1cの名称と意味を知っている人の割合

検査結果に

応じた生活

習慣の改善・

早期受診・

治療継続

糖
尿
病
等

の
疾
患

Action8
糖尿病等の重症化予防

Action9
健康格差を広げないた

めの取組

20歳未満と同居する人への禁煙支援 未成年の保護者及び妊婦と
その家族への禁煙啓発実施 延べ回数

受動喫煙による健康被害の啓発 受動喫煙による健康被害に関する事業 実施回数

20歳未満への喫煙防止教育 小・中・高・大学への喫煙防止教育 実施回数
20歳未満と同居する者の喫煙率

20代の喫煙率
タバコの害を学ぶ・吸い始

めない
喫
煙

Action６
禁煙支援・

受動喫煙防止

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果
（アウトカム）指標インプット

店舗の巡回や会議等での法の周知、職場での相談対応 食品衛生責任者講習会参加者数
喫煙スポットでの巡回・啓発の実施、屋外灰皿等の管理者に配慮の依頼 通報対応件数（屋外）

公園をはじめとした子どもの利用が多い公共の場所での
受動喫煙防止啓発の強化 受動喫煙による健康被害に関する事業実施回数

家庭向けチラシ配布数家庭内や子どもの受動喫煙防止について啓発

非喫煙者のうち日常生活の中で受動喫煙
の機会を有する者の割合

あらゆる場において市
民が受動喫煙をする機

会を減らす

受
動
喫

煙
防
止

Action６
禁煙支援

・受動喫煙防止

Action1
職場での健康づくり

Action２
女性の健康づくり応援

Action３
青年期からの意識啓発

飲
酒 20歳未満への飲酒の危険性に関する啓発 大学生向けチラシ（喫煙/飲酒）配布数

ー（R6年度取組なし）周囲が20歳未満に対して不適切な飲酒を勧めないことの啓発
飲酒のリスクを学ぶ

・飲み始めない
習慣的に飲酒をしていない（週2日以下）

20代の割合

身体等への影響を啓発し節酒及び休肝日等の推奨

働き世代向けチラシ（飲酒）掲載HP閲覧数就寝前の飲酒等、避けるべき飲酒の啓発

飲酒により悪影響等が出ている人への早期の相談勧奨や支援

ー（R6年度取組なし）高齢期の飲酒習慣が及ぼす健康への影響啓発

飲酒する人のうち、
1日当たりの純アルコール摂取量が

男性40ｇ以上、女性20ｇ以上の者の割合

毎日飲酒する人の割合

飲酒のリスクを
踏まえ

「飲みすぎない」
を心がける

妊娠中の飲酒が胎児に与える影響の周知と禁酒の必要性の啓発 妊娠届出者に対する面接を行った割合

ストレスに気付き、早期に周囲に相談することの重要性の啓発
働き世代向けチラシ（ストレス対処）掲載HP閲覧数

睡眠・積極的休養のタイミングやストレス対処法の周知

子育て中のメンタルヘルスや生活習慣病と睡眠不足との関連の啓発
働き世代向けチラシ（睡眠）掲載HP閲覧数

質のよい睡眠を得る工夫や悪影響を与える習慣の周知

睡眠で休養が取れている人の割合

睡眠時間が6～9時間（60歳以上は、6～8時間）の人の割合
睡眠の質
を高める・
ストレスに
気付き、対
処する

休
養
・こ
こ
ろ

悩みやストレスがあるが相談できないでいる人の割合

横浜健康経営認証事業所のうち
メンタルヘルス対策に取り組んでいる事業所の割合

Action1
職場での健康づくり

Action１0
地域のつながりで行う

健康づくり

乳幼児期の保護者に対する規則正しい生活習慣の啓発 ３歳児健診受診率

各学校の健康課題の解決に向けた取組への協力 小学校・中学校への「休養・こころ・睡眠」に関する
集団健康教育の参加者数（区づくり含む）

働き・子育て世代へ啓発を行う際に、子どもの睡眠等に関する情報も伝達 「睡眠」プロモ動画視聴数

1日の睡眠時間が6時間未満の小学生の割合

ぐっすり眠ることができる日が週6日以上の小学生の割合

早寝・早
起き、

ぐっすり
睡眠

ライフステージやニーズに応じた健康に関する情報を
産学官連携等あらゆる手段で提供 協力企業による行政情報伝達件数

健康づくりに関わる機関・団体・グループの活動内容を周知し、
活動継続を支援 保健活動推進員・ヘルスメイトによる活動事業数

周囲の人とつながるきっかけを提供し、つながりを大切にすることや、
日常生活の中で楽しみや心のよりどころを見つけることが、

健康の維持につながることの啓発
地域活動への参加のきっかけとなる講座の開催回数

周囲の人々とは、お互い困った時には
助け合えると思う人の割合

地域の人々と関わりを持とうと思う人の割合
つながりを
大切にする

地域の人々とのつながりが強いと思う人の割合
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環境の改善健康に望ましい行動を取りやすくする環境づくり

生活習慣病の予防や重症化予防の取組

喫煙・受動喫煙

の減少

COPDの年齢

調整死亡率の

減少

生活習慣の改善に向けた取組 生活習慣の改善・意識や行動の変化

喫煙・受動喫煙の減少

店舗の巡回や会議等での法の周知、職場での相談対応 食品衛生責任者講習会参加者数
喫煙スポットでの巡回・啓発の実施、屋外灰皿等の管理者に配慮の依頼 通報対応件数（屋外）

公園をはじめとした子どもの利用が多い公共の場所での
受動喫煙防止啓発の強化 受動喫煙による健康被害に関する事業実施回数

家庭向けチラシ配布数家庭内や子どもの受動喫煙防止について啓発

非喫煙者のうち日常生活の中で受動喫煙
の機会を有する者の割合

あらゆる場において市
民が受動喫煙をする機

会を減らす

受
動
喫

煙
防
止

Action６
禁煙支援

・受動喫煙防止

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果
（アウトカム）指標インプット

喫
煙

職場の力を活用した禁煙チャレンジの支援
横浜健康経営認証事業における専門職派遣

「禁煙チャレンジ支援」実施事業所数

禁煙にチャレンジしやすい風土づくり 健康経営認証事業所向け「禁煙チャレンジ支援」
セミナー参加者数

生活に変化のある機会を捉えた周知・情報提供 高校生・大学生・保護者・妊婦と
その家族向けチラシ配布数

喫煙者のうちタバコを
いますぐやめたい人の割合

20歳以上の喫煙率

禁煙チャレンジ

20歳未満と同居する人への禁煙支援 未成年の保護者及び妊婦と
その家族への禁煙啓発実施 延べ回数

受動喫煙による健康被害の啓発 受動喫煙による健康被害に関する事業 実施回数

20歳未満への喫煙防止教育 小・中・高・大学への喫煙防止教育 実施回数

20歳未満と同居する者の喫煙率

20代の喫煙率
タバコの害を学ぶ・吸い始

めない

治療継続や重症化予防の生活習慣改善の個別・集団指導
「糖尿病等の重症化予防事業」

個別支援・集団支援の延べ参加者数

正しい知識の普及啓発、妊娠糖尿病や合併症予防啓発 糖尿病予防の啓発人数

経済面含め様々な状況にある人へ健診・受診勧奨・健康相談実施
「生保受給者等健康支援事業」

健診受診勧奨者数・保健指導者数
「糖尿病等の重症化予防事業」個別支援・集団支援の延べ参加者数慢性疾患を有する人が安全安心に身体活動を行えるよう啓発

糖尿病と診断された人の治療継続者の割合

HbA1cの名称と意味を知っている人の割合

検査結果に

応じた生活

習慣の改善・

早期受診・

治療継続

糖
尿
病
等

の
疾
患

Action8
糖尿病等の重症化予防

Action9
健康格差を広げないた

めの取組

市国保の特定健診の自己負担額を無料化継続 ー （指標なし）

市国保加入者への個別通知送付、未受診者への個別勧奨 ・対象者への受診券の発送
・未受診者の特性に合わせた受診勧奨通知送付者数

健診の意義や結果の見方の普及、各区のイベント等を活用した啓発 横浜健康経営認証事業における専門職派遣
「健診結果の見方」の実施数

企業や医療保険関連団体との連携数
地域・職域連携による健診受診後の保健指導の啓発

特定健診受診率
(40歳以上の横浜市国民健康保険加入者）

75歳の市健康診査の受診率

１年に１回
健診を受

ける

健
康
診
査 糖尿病性腎症重症化予防事業での対象者への勧奨率

健診データを生かした保健指導の実施

ー（R6取組なし）デジタル技術を活用した健診の受診勧奨や健診結果等に基づく情報発信

「一体的実施事業」における対象者数健康づくりや介護予防に向けた健診データの利活用を推進

横浜市健康診査受診者数横浜市健康診査の受診勧奨を強化

Action1
職場での健康づくり

Action7
健康状態の見える化と

行動変容の促進

入手しやすい方法で、歯や口腔の健康に関する情報を啓発 「歯周病予防推進事業」参加人数

学生や働き世代への口腔ケアの重要性等、
各世代に応じた必要な情報の啓発

「健康経営歯科出前講座」参加人数

歯科疾患と生活習慣病をはじめとした全身疾患との関係性の啓発 「糖尿病等の重症化予防事業」集団支援の参加人数 妊婦歯科健診受診率

20～60代における過去１年間の歯科健診受診率
定期的に
歯のチェッ

ク

歯
科
健
診

横浜健康経営認証制度を活用して、健康経営について啓発 健康経営概念の普及等のセミナー開催回数

小規模の事業所も従業員の健康づくりに取り組みやすくなる
健康づくりの情報発信やコンテンツ提供

働き世代向け健康づくり啓発媒体
（睡眠・飲酒・ストレス対処）掲載HP閲覧数

民間企業等と連携した市内事業所向けの
健康講座（運動、食生活、歯科等）の実施

横浜健康経営認証事業における専門職派遣実施総数

横浜健康経営認証

新規認証事業所数（累計）

健康状態の改善を感じている

横浜健康経営認証クラスAA、AAA

認証事業所の割合

・健康経営に取り組む
事業所を増やす

・健康経営の取組により
従業員の健康状態が改善した

と感じる事業所を増やす

職
場
の
環

境
づ
く
り

Action１
職場での健康づくり
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Action1
職場での健康づくり

Action３
青年期からの意識啓発

Action1
職場での健康づくり

Action３
青年期からの意識啓発

Action6
禁煙支援・受動喫煙防

止



環境の改善健康に望ましい行動を取りやすくする環境づくり

生活習慣病の予防や重症化予防の取組

歯周病の予防

と改善

40歳以上にお

ける歯周炎を

有する者の

割合の減少

生活習慣の改善に向けた取組 生活習慣の改善・意識や行動の変化

入手しやすい方法で、歯や口腔の健康に関する情報を啓発 「歯周病予防推進事業」参加人数

学生や働き世代への口腔ケアの重要性等、
各世代に応じた必要な情報の啓発

「健康経営歯科出前講座」参加人数

歯科疾患と生活習慣病をはじめとした全身疾患との関係性の啓発 「糖尿病等の重症化予防事業」集団支援の参加人数 妊婦歯科健康診査受診率

20代～60代における過去１年間に
歯科健診を受けた者の割合定期的に

歯のチェッ
ク

歯
科
健
診

歯周病の予防と改善

喫
煙

職場の力を活用した禁煙チャレンジの支援
横浜健康経営認証事業における専門職派遣

「禁煙チャレンジ支援」実施事業所数

禁煙にチャレンジしやすい風土づくり
健康経営認証事業所向け「禁煙チャレンジ支援」

セミナー参加者数

生活に変化のある機会を捉えた周知・情報提供 高校生・大学生・保護者・妊婦と
その家族向けチラシ配布数

喫煙者のうちタバコを
いますぐやめたい人の割合

20歳以上の喫煙率

禁煙チャレンジ

20歳未満と同居する人への禁煙支援
未成年の保護者及び妊婦と

その家族への禁煙啓発実施 延べ回数

受動喫煙による健康被害の啓発 受動喫煙による健康被害に関する事業 実施回数

20歳未満への喫煙防止教育 小・中・高・大学への喫煙防止教育 実施回数

20歳未満と同居する者の喫煙率

20代の喫煙率
タバコの害を学ぶ・吸い始

めない

治療継続や重症化予防の生活習慣改善の個別・集団指導
「糖尿病等の重症化予防事業」

個別支援・集団支援の延べ参加者数

正しい知識の普及啓発、妊娠糖尿病や合併症予防啓発 糖尿病予防の啓発人数

経済面含め様々な状況にある人へ健診・受診勧奨・健康相談実施
「生保受給者等健康支援事業」

健診受診勧奨者数・保健指導者数
「糖尿病等の重症化予防事業」個別支援・集団支援の延べ参加者数慢性疾患を有する人が安全安心に身体活動を行えるよう啓発

糖尿病と診断された人の治療継続者の割合

HbA1cの名称と意味を知っている人の割合

検査結果に

応じた生活

習慣の改善・

早期受診・

治療継続

糖
尿
病
等

の
疾
患

Action8
糖尿病等の重症化予防

Action9
健康格差を広げないた

めの取組

横浜健康経営認証制度を活用して、健康経営について啓発 健康経営概念の普及等のセミナー開催回数

小規模の事業所も従業員の健康づくりに取り組みやすくなる
健康づくりの情報発信やコンテンツ提供

働き世代向け健康づくり啓発媒体
（睡眠・飲酒・ストレス対処）掲載HP閲覧数

民間企業等と連携した市内事業所向けの
健康講座（運動、食生活、歯科等）の実施

横浜健康経営認証事業における専門職派遣実施総数

横浜健康経営認証

新規認証事業所数（累計）

健康状態の改善を感じている

横浜健康経営認証クラスAA、AAA

認証事業所の割合

・健康経営に取り組む
事業所を増やす

・健康経営の取組により
従業員の健康状態が改善した

と感じる事業所を増やす

職
場
の
環

境
づ
く
り

Action１
職場での健康づくり

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果
（アウトカム）指標インプット

12歳児でむし歯のない者の割合
むし歯、歯肉炎の予防やよく噛んで食べる等の啓発、

健全な口腔機能の発達支援
乳幼児歯科健診 受診者数子どもの生活環境や健康状態、養育者の状況を把握し、

適切に養育ができるよう支援
３歳児でむし歯のない者の割合

しっかり噛んで
食後は歯みがき

歯
・口
腔

３歳児で４本以上のむし歯のある者の割合

中学生における歯肉に異常のある者の割合

50歳以上におけるなんでも噛んで食べることができる者の割合

むし歯や歯周病予防のため、
適切なセルフケアをする習慣が身につくよう啓発

歯周病予防推進事業 参加人数

学生や働き世代への口腔ケアの重要性等、
各世代に応じた必要な情報の啓発 健康経営歯科出前講座 参加人数

オーラルフレイル予防推進事業 参加人数
オーラルフレイルを知っている人を増やし、

自ら口腔機能の維持向上に取り組めるよう啓発

20歳以上における未処置歯を有する者の割合歯の喪失や加齢等による口腔状況の変化に応じて、
適切な口腔ケアを行う習慣が身に付くよう啓発

40歳以上における自分の歯が19歯以下の者の割合

80歳で20歯以上の自分の歯を有する者の割合

20代～60代における「オーラルフレイル」の言葉を知っている者の割合

「口から
食べる」
を維持
する

Action1
職場での健康づくり

Action３
青年期からの意識啓発

Action10
地域のつながりで行う

健康づくり

Action1
職場での健康づくり
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Action1
職場での健康づくり

Action３
青年期からの意識啓発

Action6
禁煙支援・受動喫煙防

止



環境の改善健康に望ましい行動を取りやすくする環境づくり

腰痛の予防と

改善

腰痛が１か月

以上継続して

いる人の

割合の減少

生活習慣の改善に向けた取組 生活習慣の改善・意識や行動の変化

腰痛の予防と改善

予期せぬ状況でも健康を維持するために必要な行動や心構えについて、
運動、歯・口腔、休養・こころの取組と連携して啓発

ー（R6取組なし）
いつでもどこでも実施できる体操や
ストレッチ等の実施を習慣にしている

人の割合

自然災害等の「もしも」の
健康リスクに備える

暮
ら
し
の
備
え

関係機関・団体と連携し腰痛予防を推進 関係団体と実施したセミナーの参加者数 横浜健康経営認証事業所のうち腰痛
予防に取り組んでいる事業所の割合

屋内で生じる
「まさか」の事故を防ぐAction４

健康を守る
暮らしの備え

横浜健康経営認証制度を活用して、健康経営について啓発 健康経営概念の普及等のセミナー開催回数

小規模の事業所も従業員の健康づくりに取り組みやすくなる
健康づくりの情報発信やコンテンツ提供

働き世代向け健康づくり啓発媒体
（睡眠・飲酒・ストレス対処）掲載HP閲覧数

民間企業等と連携した市内事業所向けの
健康講座（運動、食生活、歯科等）の実施

横浜健康経営認証事業における専門職派遣実施総数

横浜健康経営認証

新規認証事業所数（累計）

健康状態の改善を感じている

横浜健康経営認証クラスAA、AAA

認証事業所の割合

・健康経営に取り組む
事業所を増やす

・健康経営の取組により
従業員の健康状態が改善した

と感じる事業所を増やす

職
場
の
環

境
づ
く
り

Action１
職場での健康づくり

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果
（アウトカム）指標インプット

活動量の増加及び活動の質向上の重要性について啓発
よこはまウォーキングポイント利用者の平均歩数

日常的に歩きたくなる仕組みの創出、きっかけづくり

座りすぎ防止や仕事/家事の合間のストレッチの普及 腰痛予防動画の視聴回数

シェアサイクルの利用者数日常や余暇の移動手段として、自転車活用を勧奨

健康のために、意識して体を動かしたり
運動したりしている市民の割合

20～64歳で１日の歩数が8,000歩以上の人の割合

日常の中
で「こまめ
に」動く

元気づくりステーションの参加者数介護予防や社会参加に向けた取組や通いの場の創出 65歳以上で１日の歩数が6,000歩以上の人の割合

座ったり寝転がったりして過ごす時間が長い人の割合

公園等での外遊びや体を動かす遊びの推奨、
スクリーンタイムを減らす必要性の啓発

『公園で遊ぼう ゆうぐで遊ぼう』リーフレット配布数

親子で参加できる体を動かすイベントや講座等の開催 （にぎわい・スポーツ文化局スポーツ振興課）

乳幼児期の保護者に対する、子どもの成長発達と運動に関する啓発 ３歳児健診受診率

小・中学校への集団健康教育参加者数（区づくり含む）各学校の健康課題の解決に向けた取組への協力

週３回以上、授業以外に運動やスポーツをする子どもの割合

運動やスポーツをすることが好きな子どもの割合

体を動
かすこを
と楽しむ

運
動

生活習慣病予防に対する運動の効果の普及啓発 よこはまウォーキングポイントアクティブユーザー数

運動の継続と習慣化を促す仕掛けづくり よこはまウォーキングポイントスタンプイベント等参加者数

スポーツイベント開催や周知 市民参加型スポーツイベント支援事業参加者数

ー（R6年度取組なし）自宅でできるトレーニングを推進

20～64歳で１回30分・週２回以上の運動を
１年間継続している者の割合

65歳以上の１回30分・週２回以上の運動を
１年間継続している者の割合

定期的に
「しっかり」
運動する

健康経営認証事業所のよこはまウォーキングポイント参加数企業が実施する運動・スポーツ事業の支援

インクルーシブスポーツ推進事業参加者数インクルーシブスポーツの推進

Action1
職場での健康づくり

Action7
健康状態の見える化と

行動変容の促進
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骨折・転倒によ

り介護が必要

な状態となる

ことの減少

骨折・転倒が

主な原因で

介護保険

要支援となっ

た人の

割合の減少

生活習慣の改善に向けた取組 生活習慣の改善・意識や行動の変化

骨折・転倒により介護が必要な状態となることの減少 1/2

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果
（アウトカム）指標インプット

転倒予防・骨粗鬆症予防に関する普及啓発 骨活de健康づくり講座参加人数

転倒を起こさない屋内環境について啓発 ー（R6取組なし）
過去１年間に転倒したことがある

高齢者の割合
屋内で生じる「まさか」

の事故を防ぐ
暮
ら
し
の
備
え

予期せぬ状況でも健康を維持するために必要な備蓄について、
食生活、歯・口腔の取組と連携して啓発

ヘルスメイトの食品の備蓄に関する啓発回数

予期せぬ状況でも健康を維持するために必要な行動や心構えについて、
運動、歯・口腔、休養・こころの取組と連携して啓発

ー（R6取組なし）

健康を維持するための災害時の備えを
している人の割合

いつでもどこでも実施できる体操やストレッチ
等の実施を習慣にしている人の割合

自然災害等の
「もしも」の健康
リスクに備える

Action２
女性の健康づくり応援

Action4
健康を守る暮らしの備え

Acotion10
地域のつながりで行う

健康づくり

活動量の増加及び活動の質向上の重要性について啓発
よこはまウォーキングポイント利用者の平均歩数

日常的に歩きたくなる仕組みの創出、きっかけづくり

座りすぎ防止や仕事/家事の合間のストレッチの普及 腰痛予防動画の視聴回数

シェアサイクルの利用者数日常や余暇の移動手段として、自転車活用を勧奨

健康のために、意識して体を動かしたり
運動したりしている市民の割合

20～64歳で１日の歩数が8,000歩以上の人の割合日常の中
で「こまめ
に」動く

元気づくりステーションの参加者数介護予防や社会参加に向けた取組や通いの場の創出

65歳以上で１日の歩数が6,000歩以上の人の割合

座ったり寝転がったりして過ごす時間が長い人の割合

公園等での外遊びや体を動かす遊びの推奨、
スクリーンタイムを減らす必要性の啓発

『公園で遊ぼう ゆうぐで遊ぼう』リーフレット配布数

親子で参加できる体を動かすイベントや講座等の開催 （にぎわい・スポーツ文化局スポーツ振興課）

乳幼児期の保護者に対する、子どもの成長発達と運動に関する啓発 ３歳児健診受診率

小・中学校への集団健康教育参加者数（区づくり含む）各学校の健康課題の解決に向けた取組への協力

週３回以上、授業以外に運動やスポーツをする子どもの割合

運動やスポーツをすることが好きな子どもの割合

体を動
かすこを
と楽しむ

運
動

生活習慣病予防に対する運動の効果の普及啓発 よこはまウォーキングポイントアクティブユーザー数

運動の継続と習慣化を促す仕掛けづくり よこはまウォーキングポイントスタンプイベント等参加者数

スポーツイベント開催や周知 市民参加型スポーツイベント支援事業参加者数

ー（R6年度取組なし）自宅でできるトレーニングを推進

20～64歳で１回30分・週２回以上の運動を
１年間継続している者の割合

65歳以上の１回30分・週２回以上の運動を
１年間継続している者の割合

定期的に
「しっかり」
運動する

健康経営認証事業所のよこはまウォーキングポイント参加数企業が実施する運動・スポーツ事業の支援

インクルーシブスポーツ推進事業参加者数インクルーシブスポーツの推進

Action1
職場での健康づくり

Action7
健康状態の見える化と

行動変容の促進

健診・相談・教室等で栄養バランスのよい食事や食生活に関する啓発 個別栄養相談延べ人数・集団健康教育延べ人数

各学校の健康課題（運動、食事、休養、睡眠等）の解決に向けた
取組への協力 学生や働き・子育て世代を対象とした啓発の回数

学校、保育所等での給食等を通じて食育の実践 （教育委員会健康教育・食育課、こども青少年局保育・教育支援課）

個別栄養相談延べ人数・集団健康教育延べ人数
性別や年代別の特性を踏まえた栄養・食生活に関する啓発

朝食を欠食する小・中学生の割合

食に関心をもち、自ら健全な食生活を
実践しようとしている児童生徒の割合

１日３食、
栄養バ
ランスよ
く食べる栄

養
・食
生
活

個別相談や講座等の中で栄養・食生活に関する啓発

リーフレット配布数「栄養バランスのよい食事」についてわかりやすい媒体での啓発
身近で多様な生活の場における
イベントや出前講座の参加人数

身近で多様な生活の場におけるイベントや出前講座を通じた
栄養・食生活に関する啓発

朝食を欠食する若い世代（20～30代）の割合

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を
１日２回以上 ほぼ毎日食べている市民の割合

１日当たりの食塩摂取量の平均値

１日当たりの野菜摂取量の平均値

40～60代女性の肥満（BMI25以上）の者の割合

性別や年代別の特性を踏まえた栄養・食生活に関する啓発
個別栄養相談延べ人数・集団健康教育延べ人数

個別相談や講座等の中で栄養・食生活に関する啓発

身近で多様な生活の場における
イベントや出前講座の参加人数

身近で多様な生活の場におけるイベントや出前講座を通じた
栄養・食生活に関する啓発

家庭で体重を測定する習慣のある者（週に１回以上）の
割合（20歳以上）

適正体
重を維
持する

学生や働き・子育て世代を対象とした啓発の回数学生や働き・子育て世代への栄養・食生活に関する啓発

20～60代男性の肥満（BMI25以上）の者の割合

20～30代女性のやせ（BMI18.5未満）の者の割合

低栄養傾向（BMI20以下）の高齢者（65歳以上）の割合

Action1
職場での健康づくり

Action５
食環境づくり

Acotion10
地域のつながりで行う

健康づくり
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環境の改善健康に望ましい行動を取りやすくする環境づくり

生活習慣の改善に向けた取組 生活習慣の改善・意識や行動の変化

骨折・転倒によ

り介護が必要

な状態となる

ことの減少

骨折・転倒が

主な原因で

介護保険

要支援となっ

た人の

割合の減少

骨折・転倒により介護が必要な状態となることの減少 2/2

誰もが健康的な食事を食べることができる食環境づくりを推進
食環境づくり推進のための

協力店舗登録への働きかけを行った事業所数

栄養バランスの良い食事を
選択できる環境づくりに資する

取組を行っている店舗数

健康への関心の有無にかかわらず、誰
もが栄養バランスのよい

食事を選択できる食環境を、
食品関連事業者と連携し整える

食
環境

Action５
食環境づくり

適切な栄養管理が行えるよう研修会を開催 栄養管理研修会参加施設数

全ての給食利用者に対し、適切な栄養管理が実施できるよう
巡回指導等を実施

巡回指導等実施回数

給食利用者による給食内容の
評価の実施の割合

非常食糧を備蓄している
給食施設の割合

給食施設がその利用者を対象に、
健康の保持増進、疾病の予防、

望ましい食習慣の形成を行うこと
ができる環境を整える

給
食
施
設
の

栄
養
管
理

Action５
食環境づくり

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果
（アウトカム）指標インプット

喫
煙

職場の力を活用した禁煙チャレンジの支援
横浜健康経営認証事業における専門職派遣

「禁煙チャレンジ支援」実施事業所数

禁煙にチャレンジしやすい風土づくり
健康経営認証事業所向け「禁煙チャレンジ支援」

セミナー参加者数

生活に変化のある機会を捉えた周知・情報提供 高校生・大学生・保護者・妊婦と
その家族向けチラシ配布数

喫煙者のうちタバコを
いますぐやめたい人の割合

20歳以上の喫煙率

禁煙チャレンジ

20歳未満と同居する人への禁煙支援 未成年の保護者及び妊婦と
その家族への禁煙啓発実施 延べ回数

受動喫煙による健康被害の啓発 受動喫煙による健康被害に関する事業 実施回数

20歳未満への喫煙防止教育 小・中・高・大学への喫煙防止教育 実施回数

20歳未満と同居する者の喫煙率

20代の喫煙率
タバコの害を学ぶ・吸い始

めない

飲
酒

20歳未満への飲酒の危険性に関する啓発 大学生向けチラシ（喫煙/飲酒）配布数

ー（R6年度取組なし）周囲が20歳未満に対して不適切な飲酒を勧めないことの啓発
飲酒のリスクを学ぶ

・飲み始めない
習慣的に飲酒をしていない（週2日以下）

20代の割合

身体等への影響を啓発し節酒及び休肝日等の推奨

働き世代向けチラシ（飲酒）掲載HP閲覧数就寝前の飲酒等、避けるべき飲酒の啓発

飲酒により悪影響等が出ている人への早期の相談勧奨や支援

ー（R6年度取組なし）高齢期の飲酒習慣が及ぼす健康への影響啓発

飲酒する人のうち、
1日当たりの純アルコール摂取量が

男性40ｇ以上、女性20ｇ以上の者の割合

毎日飲酒する人の割合

飲酒のリスクを
踏まえ

「飲みすぎない」
を心がける

妊娠中の飲酒が胎児に与える影響の周知と禁酒の必要性の啓発 妊娠届出者に対する面接を行った割合

20

Action1
職場での健康づくり

Action３
青年期からの意識啓発

Action6
禁煙支援・受動喫煙防

止

Action1
職場での健康づくり

Action２
女性の健康づくり応援

Action３
青年期からの意識啓発



健康に望ましい行動を取りやすくする環境づくり

生活習慣の改善に向けた取組 生活習慣の改善・意識や行動の変化
高齢期の不慮

の事故による

死亡率の減少

不慮の溺死

及び溺水の

年齢調整死亡率

の減少

・

収縮期血圧が

受診勧奨値

（140以上）の

高齢期等（60～

74歳）の人の

割合の減少

血圧管理について周知啓発

自宅で血圧を毎日測定する習慣のある人の割合

ヒートショックの予防方法を知っている人の割合屋内で生じ
る「まさか」
の事故を防

ぐ

暮
ら
し

の
備
え セミナー等への参加者数住宅の性能機能向上に向けた普及啓発

ヒートショックポスター掲示数
ヒートショックの予防策に関する普及啓発

高齢期の不慮の事故による死亡率の減少

治療継続や重症化予防の生活習慣改善の個別・集団指導
「糖尿病等の重症化予防事業」

個別支援・集団支援の延べ参加者数

正しい知識の普及啓発、妊娠糖尿病や合併症予防啓発 糖尿病予防の啓発人数

経済面含め様々な状況にある人へ健診・受診勧奨・健康相談実施
「生保受給者等健康支援事業」

健診受診勧奨者数・保健指導者数
「糖尿病等の重症化予防事業」個別支援・集団支援の延べ参加者数慢性疾患を有する人が安全安心に身体活動を行えるよう啓発

HbA1cの名称と意味を知っている人の割合

糖尿病と診断された人の治療継続者の割合
検査結果に

応じた生活

習慣の改善・

早期受診・

治療継続

糖
尿
病
等

の
疾
患

Action8
糖尿病等の重症化予防

Action9
健康格差を広げないた

めの取組

Action４
健康を守る暮らしの備え

Acotion10
地域のつながりで行う

健康づくり

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果
（アウトカム）指標インプット
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成人期・壮年期

のメンタルヘル

スの向上

心理的苦痛を

感じている人

の割合の減少

生活習慣の改善に向けた取組 生活習慣の改善・意識や行動の変化

成人期・壮年期のメンタルヘルスの向上 １/2

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果
（アウトカム）指標インプット

乳幼児期の保護者に対する規則正しい生活習慣の啓発 ３歳児健診受診率

各学校の健康課題の解決に向けた取組への協力
小学校・中学校への「休養・こころ・睡眠」に関する

集団健康教育の参加者数（区づくり含む）
働き・子育て世代へ啓発を行う際に、子どもの睡眠等に関する情報も伝達 「睡眠」プロモ動画視聴数

1日の睡眠時間が6時間未満の小学生の割合

ぐっすり眠ることができる日が週6日以上の小学生の割合

早寝
・早起き、
ぐっすり
睡眠

ライフステージやニーズに応じた健康に関する情報を
産学官連携等あらゆる手段で提供

協力企業による行政情報伝達件数

健康づくりに関わる機関・団体・グループの活動内容を周知し、
活動継続を支援

保健活動推進員・ヘルスメイトによる活動事業数

周囲の人とつながるきっかけを提供し、つながりを大切にすることや、
日常生活の中で楽しみや心のよりどころを見つけることが、

健康の維持につながることの啓発
地域活動への参加のきっかけとなる講座の開催回数

周囲の人々とは、お互い困った時には
助け合えると思う人の割合

地域の人々と関わりを持とうと思う人の割合
つながりを
大切にする

地域の人々とのつながりが強いと思う人の割合

ストレスに気付き、早期に周囲に相談することの重要性の啓発
働き世代向けチラシ（ストレス対処）掲載HP閲覧数

睡眠・積極的休養のタイミングやストレス対処法の周知

子育て中のメンタルヘルスや生活習慣病と睡眠不足との関連の啓発
働き世代向けチラシ（睡眠）掲載HP閲覧数

質のよい睡眠を得る工夫や悪影響を与える習慣の周知

睡眠で休養が取れている人の割合

睡眠時間が6～9時間（60歳以上は、6～8時間）の人の割合
睡眠の質
を高める・
ストレスに
気付き、対
処する

休
養
・こ
こ
ろ

悩みやストレスがあるが相談できないでいる人の割合

横浜健康経営認証事業所のうち
メンタルヘルス対策に取り組んでいる事業所の割合

Action1
職場での健康づくり

Action１0
地域のつながりで行う

健康づくり

喫
煙

職場の力を活用した禁煙チャレンジの支援
横浜健康経営認証事業における専門職派遣

「禁煙チャレンジ支援」実施事業所数

禁煙にチャレンジしやすい風土づくり
健康経営認証事業所向け「禁煙チャレンジ支援」

セミナー参加者数

生活に変化のある機会を捉えた周知・情報提供 高校生・大学生・保護者・妊婦と
その家族向けチラシ配布数

喫煙者のうちタバコを
いますぐやめたい人の割合

20歳以上の喫煙率

禁煙チャレンジ

20歳未満と同居する人への禁煙支援
未成年の保護者及び妊婦と

その家族への禁煙啓発実施 延べ回数

受動喫煙による健康被害の啓発 受動喫煙による健康被害に関する事業 実施回数

20歳未満への喫煙防止教育 小・中・高・大学への喫煙防止教育 実施回数

20歳未満と同居する者の喫煙率

20代の喫煙率
タバコの害を学ぶ
・吸い始めない

飲
酒 20歳未満への飲酒の危険性に関する啓発 大学生向けチラシ（喫煙/飲酒）配布数

ー（R6年度取組なし）周囲が20歳未満に対して不適切な飲酒を勧めないことの啓発
飲酒のリスクを学ぶ

・飲み始めない
習慣的に飲酒をしていない（週2日以下）

20代の割合

身体等への影響を啓発し節酒及び休肝日等の推奨

働き世代向けチラシ（飲酒）掲載HP閲覧数就寝前の飲酒等、避けるべき飲酒の啓発

飲酒により悪影響等が出ている人への早期の相談勧奨や支援

ー（R6年度取組なし）高齢期の飲酒習慣が及ぼす健康への影響啓発

飲酒する人のうち、
1日当たりの純アルコール摂取量が

男性40ｇ以上、女性20ｇ以上の者の割合

毎日飲酒する人の割合

飲酒のリスクを
踏まえ

「飲みすぎない」
を心がける

妊娠中の飲酒が胎児に与える影響の周知と禁酒の必要性の啓発 妊娠届出者に対する面接を行った割合

Action1
職場での健康づくり

Action２
女性の健康づくり応援

Action３
青年期からの意識啓発
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Action1
職場での健康づくり

Action３
青年期からの意識啓発

Action6
禁煙支援・受動喫煙防

止



生活習慣の改善・意識や行動の変化生活習慣の改善に向けた取組

成人期・壮年期

のメンタルヘル

スの向上

心理的苦痛を

感じている人

の割合の減少
環境の改善健康に望ましい行動を取りやすくする環境づくり

成人期・壮年期のメンタルヘルスの向上 2/2

活動量の増加及び活動の質向上の重要性について啓発
よこはまウォーキングポイント利用者の平均歩数

日常的に歩きたくなる仕組みの創出、きっかけづくり

座りすぎ防止や仕事/家事の合間のストレッチの普及 腰痛予防動画の視聴回数

シェアサイクルの利用者数日常や余暇の移動手段として、自転車活用を勧奨

健康のために、意識して体を動かしたり
運動したりしている市民の割合

20～64歳で１日の歩数が8,000歩以上の人の割合
日常の中
で「こまめ
に」動く

元気づくりステーションの参加者数介護予防や社会参加に向けた取組や通いの場の創出

65歳以上で１日の歩数が6,000歩以上の人の割合

座ったり寝転がったりして過ごす時間が長い人の割合

公園等での外遊びや体を動かす遊びの推奨、
スクリーンタイムを減らす必要性の啓発

『公園で遊ぼう ゆうぐで遊ぼう』リーフレット配布数

親子で参加できる体を動かすイベントや講座等の開催 （にぎわい・スポーツ文化局スポーツ振興課）

乳幼児期の保護者に対する、子どもの成長発達と運動に関する啓発 ３歳児健診受診率

小・中学校への集団健康教育参加者数（区づくり含む）各学校の健康課題の解決に向けた取組への協力

週３回以上、授業以外に運動やスポーツをする子どもの割合

運動やスポーツをすることが好きな子どもの割合

体を動
かすこを
と楽しむ

運
動

生活習慣病予防に対する運動の効果の普及啓発 よこはまウォーキングポイントアクティブユーザー数

運動の継続と習慣化を促す仕掛けづくり よこはまウォーキングポイントスタンプイベント等参加者数

スポーツイベント開催や周知 市民参加型スポーツイベント支援事業参加者数

ー（R6年度取組なし）自宅でできるトレーニングを推進

20～64歳で１回30分・週２回以上の運動を
１年間継続している者の割合

65歳以上の１回30分・週２回以上の運動を
１年間継続している者の割合

定期的に
「しっかり」
運動する

健康経営認証事業所のよこはまウォーキングポイント参加数企業が実施する運動・スポーツ事業の支援

インクルーシブスポーツ推進事業参加者数インクルーシブスポーツの推進

Action1
職場での健康づくり

Action7
健康状態の見える化と

行動変容の促進

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果
（アウトカム）指標インプット

Action1
職場での健康づくり

横浜健康経営認証制度を活用して、健康経営について啓発 健康経営概念の普及等のセミナー開催回数

小規模の事業所も従業員の健康づくりに取り組みやすくなる
健康づくりの情報発信やコンテンツ提供

働き世代向け健康づくり啓発媒体
（睡眠・飲酒・ストレス対処）掲載HP閲覧数

民間企業等と連携した市内事業所向け
の健康講座（運動、食生活、歯科等）の実施

横浜健康経営認証事業における専門職派遣実施総数
横浜健康経営認証新規認証事業

所数（累計）

健康状態の改善を感じている横

浜健康経営認証クラスAA、AAA

認証事業所の割合

・健康経営に取り組む事業
所を増やす

・健康経営の取組により従業
員の健康状態が改善したと
感じる事業所を増やす

職
場
の
環
境

づ
く
り

23



よこはま健康アクション〔R6-R11〕

主要な健康課題（中間目標）との関係性
取組テーマとの関係性
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よこはま健康アクション〔R6-R11〕
「第３期健康横浜２１」の計画前半で、重点的に取り組む、10のActionです。

Action ６
禁煙支援・

受動喫煙防止

Action 1
職場を通じた
健康づくり

Action 2
女性の健康
づくり応援

Action ３
青年期からの
意識啓発

Action ９
健康格差を広げな
いための取組

Action ８
糖尿病等の
重症化予防

Action ７
健康状態の見える化と

行動変容の促進

Action ５
食環境づくり

Action ４
健康を守る
暮らしの備え

Action 10
地域のつながりで行

う健康づくり

25



栄養・食生活

歯・口腔

喫煙

飲酒

運動

休養・こころ

暮らしの備え

健康診査

がん検診

歯科健診

糖尿病等の疾
患

食環境づくり

給食施設の
栄養管理

受動喫煙防止
対策

職場における
健康づくり

栄養・食生活

歯・口腔

喫煙

飲酒

運動

休養・こころ

暮らしの備え

健康診査

がん検診

歯科健診

糖尿病等の疾
患

食環境づくり

給食施設の
栄養管理

受動喫煙防止
対策

職場における
健康づくり

栄養・食生活

歯・口腔

喫煙

飲酒

運動

休養・こころ

暮らしの備え

健康診査

がん検診

歯科健診

糖尿病等の疾
患

食環境づくり

給食施設の
栄養管理

受動喫煙防止
対策

職場における
健康づくり

栄養・食生活

歯・口腔

喫煙

飲酒

運動

休養・こころ

暮らしの備え

健康診査

がん検診

歯科健診

糖尿病等の疾
患

食環境づくり

給食施設の
栄養管理

受動喫煙防止
対策

職場における
健康づくり

栄養・食生活

歯・口腔

喫煙

飲酒

運動

休養・こころ

暮らしの備え

健康診査

がん検診

歯科健診

糖尿病等の疾
患

食環境づくり

給食施設の
栄養管理

受動喫煙防止
対策

職場における
健康づくり

栄養・食生活

歯・口腔

喫煙

飲酒

運動

休養・こころ

暮らしの備え

健康診査

がん検診

歯科健診

糖尿病等の疾
患

食環境づくり

給食施設の
栄養管理

受動喫煙防止
対策

職場における
健康づくり

栄養・食生活

歯・口腔

喫煙

飲酒

運動

休養・こころ

暮らしの備え

健康診査

がん検診

歯科健診

糖尿病等の疾
患

食環境づくり

給食施設の
栄養管理

受動喫煙防止
対策

職場における
健康づくり

栄養・食生活

歯・口腔

喫煙

飲酒

運動

休養・こころ

暮らしの備え

健康診査

がん検診

歯科健診

糖尿病等の疾
患

食環境づくり

給食施設の
栄養管理

受動喫煙防止
対策

職場における
健康づくり

栄養・食生活

歯・口腔

喫煙

飲酒

運動

休養・こころ

暮らしの備え

健康診査

がん検診

歯科健診

糖尿病等の疾
患

食環境づくり

給食施設の
栄養管理

受動喫煙防止
対策

職場における
健康づくり

栄養・食生活

歯・口腔

喫煙

飲酒

運動

休養・こころ

暮らしの備え

健康診査

がん検診

歯科健診

糖尿病等の疾
患

食環境づくり

給食施設の
栄養管理

受動喫煙防止
対策

職場における
健康づくり

よこはま健康アクション〔R6-R11〕と第３期健康横浜２１取組テーマ

デジタル技術等の
更なる活用将来を見据えた健康づくりの強化

地域人材の育成/
活動支援誰も取り残さない健康支援自然に健康になれる環境づくり

Action 1
職場を通じた
健康づくり

Action 2
女性の健康
づくり応援

Action ３
青年期からの
意識啓発

Action ９
健康格差を広げな
いための取組

Action ８
糖尿病等の
重症化予防

Action ７
健康状態の見える化と

行動変容の促進

Action ６
禁煙支援・

受動喫煙防止

Action ５
食環境づくり

Action ４
健康を守る
暮らしの備え

Action 10
地域のつながりで行

う健康づくり

第
３
期
健
康
横
浜
21

取
組
テ
ー
マ

※それぞれのActionがどの取組テーマと関係しているか示したものです。
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デジタル技術等の
更なる活用将来を見据えた健康づくりの強化

地域人材の育成/
活動支援誰も取り残さない健康支援自然に健康になれる環境づくり

Action 1
職場を通じた
健康づくり

Action 2
女性の健康
づくり応援

Action ３
青年期からの
意識啓発

Action ９
健康格差を広げな
いための取組

Action ８
糖尿病等の
重症化予防

Action ７
健康状態の見える化と

行動変容の促進

Action ６
禁煙支援・

受動喫煙防止

Action ５
食環境づくり

Action ４
健康を守る
暮らしの備え

Action 10
地域のつながりで行

う健康づくり

よこはま健康アクション〔R6-R11〕と主要な健康課題

主
要
な
健
康
課
題

（中
間
目
標
）

←特にActionと

関係が強い課題

※それぞれのActionがどの主要な健康課題と関係しているか示したものです。
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